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ゆく年くる年、年の瀬を迎えます。 

 

 

 

 

年末年始及び春節時期を迎えるに当たり、人や物の動きが一層盛んになることから、我が国への

家畜の伝染性疾病の侵入リスクは極めて高く、いつ侵入してもおかしくない状況にあります。 

昨年度は年末年始にかけ高病原性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）が発生していました。 

平成２６年（２０１４年）冬季日本における養鶏農場でのＨＰＡＩ発生状況は下表のとおりです。 

県 名 発生年月日 種 類 飼養羽数（羽） 

宮崎県 ２０１４年 １２月１６日 肉用種鶏   ３，８７０ 

２０１４年 １２月２８日 肉用鶏  ４２，１５５ 

山口県 ２０１４年 １２月３０日 肉用種鶏  ３２，７７０ 

岡山県 ２０１５年  １月１５日 採卵鶏 １９９，１６０ 

佐賀県 ２０１５年  １月１８日 肉用鶏  ７２，９００ 

野鳥では、昨年度に引き続き、本年度もウイルスが検出されています。 

冬期となり気温の低下とともに、病原因子、とくにウイルスが要因となる疾病の発生が多くみられる

季節です。 

今年度は幸いにもＨＰＡＩの発生はありません。 

引き続き、 や をお願いします。 飼養衛生管理基準の遵守 異常家きんの早期発見・通報

 

 

 

（１） 人・車輌等による侵入の防止 

（２） 野鳥・野生動物による侵入の防止 

（３） 飲用水・飼料の汚染による侵入の防止 

（４） 鶏舎内外の整理・整頓・清掃 

（５） 鶏の健康管理 

（６） 鶏糞の処理 

（７） 鳥インフルエンザに対する理解と情報把握 
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あらためて鳥インフルエンザウイルスの侵入防止対策の

徹底をお願いします！ 

消毒は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

 
 

ＨＰＡＩ発生防止のポイント 

 

 
 

 

 

 

 

 


